
NPO法人ひろしま感染症ネットワーク

・年間10回以上の研修会、講演会を主催
・感染症リーフレット、DVD作成
・感染症講師として参加、感染症相談、感染対策指導





2018年3月27日 広島県庁 湯崎英彦知事とチーム（ICD＋ICN）

「広島県感染症医療支援チーム」発足（2018年）



「広島県感染症医療支援チーム」がJMAT（感染症チーム）として
西日本豪雨（2018年） 10避難所の感染症対策



■目 的：地域の耐性菌と使用抗菌薬状況を把握し、適正な抗菌薬選択を行う。
※平成30年度開始予定（国が同様な取り組みを行うようになった時点で、移行する）

広島県内の病院等における耐性菌と使用抗菌薬のサーベイランス（案）
【県地対協 予防接種・感染症危機管理対策専門委員会で検討中】 2018年6月現在

JANIS
（国の院内感染対策サーベ

イランス）

地対協 予防接種・感染症危機管理対策専門委員会
および 集計・解析を依頼した組織

■ 県内の病院にデータ提供を依頼する（本委員会から）

使用抗菌薬
のデータ

■ 県全体、地域ごと、提出
病院ごとの集計および解析

検出菌
薬剤感受性成績

県内の病院

提出病院および
一部は地区医師会へ報告

■ データを提供した病院は、他病院とのベンチ
マーキングが可能となる。

■ 病院名、個人情報等は分からない形で報告

広島県病院薬剤師会

一部は、広島県感染症情報セ
ンターＨＰで県民向け報告

・鳥取大学附属病院感染制御部開発のソフト
ウエアIHOCSで集計（集計作業を行うところ
はNPOひろしま感染症ネットワーク）
・解析は本委員会WGが担当

広島県
（県地対協）



・風邪の症状や37.5℃以上の発熱が４日（高齢者や
基礎疾患等がある者は２日）以上続く

・強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある
・医師が疑う

新型コロナウイルス感染症の相談・検査・治療の流れ（広島県）

相談窓口 【ひろしまCDC，県保健所（支所），保健所設置市】

○一般的な相談への対応
○疑い例を「帰国者・接触者外来」へ

陽性の場合

（18 病院）帰国者・接触者外来〈非公表〉 【感染症協力病院】
【第２種感染症指定病院】

○疑い例の診察 ○検体採取

「新型コロナウイルス感染が疑われる要件等」「医師が疑う」に合致した場合

保健所が検体搬送、ウイルス検査へ（日中は４～6時間程度）
※検査中は自宅待機あるいは入院【第２種感染症指定病院】

地方衛生研究所 【広島県保健環境センター】
【広島市衛生研究所】

○ PCR検査
【第２種感染症指定病院】

○入院治療 （４病院）

（2020年3月2日現在）
県民・医師

ひろしま
CDC業務

相談

情報確認

調整

検査

調整

情報提供

接触者調査



2019-nCoVのPCR検出（行政検査）

広島県感染症・疾病管理センター

・医療機関→保健所から検査依頼の情報あり
・同一建物内の地衛研に検査依頼
・保健所が検体搬入➡検査➡報告
・陽性の場合には、病床確保

広島市（政令指定都市）の地衛研との検査調整が可能
他機関でのPCR検査を把握できる



「新型コロナウイルス感染症」に関する医療提供体制（広島県）
（2020年4月6日現在）

【第２種指定病院】
４病院

【感染症協力病院】
１４病院

【第１種感染症指定病院】
広島大学病院・
高度救命救急センター

診療・検査（診療）

治療（高度救命）

軽症は、自宅/宿泊所

接触者外来
（追加18医療機関）

オーバーシュート

入院体制（検討中）
トリアージ事務局は
ひろしまCDC（予定）

オーバーシュート




